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こ
の
コ
ラ
ム
に
前
回
寄
稿
し
た
と
き
は
、
２
０
２
１

年
10
月
で
衆
議
院
選
挙
の
最
中
で
し
た
。
そ
の
中
に

「
今
回
の
総
選
挙
で
は
自
公
の
安
定
過
半
数
を
阻
止
し

て
与
野
党
伯
仲
の
状
態
と
し
、
次
の
国
会
論
議
で
政
権

担
当
で
き
る
力
が
あ
る
こ
と
を
国
民
に
示
し
て
、
来
年

７
月
の
参
議
院
選
挙
で
参
議
院
の
過
半
数
を
制
し
た
後

に
、
衆
議
院
選
挙
で
政
権
交
代
が
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
野
党
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
離
合

集
散
す
る
こ
と
な
く
、
自
公
に
対
抗
し
う
る
政
治
勢
力

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
の
衆
院
選
の
結
果
、
自
公
与
党
の
過
半
数

割
れ
と
な
り
、
「
期
待
」
の
半
分
が
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
国
会
で
は
、
野
党
は
公
約
し
た
政
策
の
実
現

に
向
け
て
主
張
し
、
少
数
与

党
の
自
公
と
協
議
し
た
が
、

政
策
の
裏
付
け
と
な
る
財
源

は
明
確
で
な
く
、
政
権
を
担

当
す
る
意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
国
会
で
成
立
せ
ず
継
続
審
議
に
な
っ
た
も
の
に

政
治
資
金
規
正
法
改
正
と
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
が
あ

り
ま
す
。

政
治
資
金
の
問
題
は
、
衆
院
選
で
自
民
党
が
大
敗
し

た
原
因
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
は
企
業
団

体
献
金
の
禁
止
で
な
く
透
明
性
の
向
上
を
主
張
し
、
禁

止
の
野
党
と
隔
た
り
が
大
き
い
状
況
の
中
で
、
公
明
党

と
国
民
民
主
党
か
ら
、
献
金
の
上
限
額
を
制
限
し
監
査

を
強
化
す
る
と
い
う
自
民
党
と
野
党
の
中
間
的
な
案
、

さ
ら
に
献
金
の
受
け
入
れ
先
を
拡
大
す
る
修
正
案
が
出

さ
れ
た
も
の
の
、
合
意
に
な
ら
ず
改
正
は
見
送
り
と
な
っ

た
。
受
け
入
れ
先
拡
大
を
認
め
た
国
民
民
主
党
は
自
民

党
に
寄
っ
た
こ
と
に
な
り
、
残
念
に
思
い
ま
す
。

自
民
党
が
連
立
で
あ
っ
て
も
政
権
に
い
る
限
り
、
政

治
資
金
の
公
平
性
、
透
明
性
が
確
保
さ
れ
、
信
頼
で
き

る
政
治
の
実
現
は
無
理
で
す
の
で
、
政
権
交
代
が
必
要

で
す
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
つ
い
て
地
元
紙
に
特
集
が

あ
り
注
目
し
て
い
た
が
、
28
年
ぶ
り
に
審
議
さ
れ
た
も

の
の
法
改
正
は
先
送
り
と
な
り
ま
し
た
。
民
法
に
「
夫

婦
は
、
婚
姻
の
際
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
夫
又
は

妻
の
氏
を
称
す
る
」
と
定
め
て
あ
り
、
結
婚
時
に
ど
ち

ら
か
が
改
姓
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
９
割
が
女
性
で
あ

る
と
い
う
。
家
は
男
が
継
ぐ
も
の
、
家
族
は
夫
が
主
で

妻
は
助
け
る
者
と
い
う
意
識
が
潜
在
的
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
意
識
が
、
働
き
方
、
賃
金
、
育
児
・
介
護

な
ど
あ
ら
ゆ
る
男
女
格
差
の
根
底
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
は
、
別
姓
で
い
た
い
人
の
法

律
婚
を
認
め
る
も
の
で
同
姓
を
望
む
人
に
強
制
す
る
も

の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
の
で
、
同
姓
の
価
値
観
、

別
姓
の
価
値
観
を
共
に
尊
重
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
様

性
を
認
め
合
う
社
会
の
一
つ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
も
、
政
権
交
代
が
必
要
で
す
。

私
が
期
待
す
る
も
の

７
月
20
日
投
開
票
の
第
27
回

参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
内
候
補
の
「
郡
山

り
ょ
う
」
は
、
９
４
，
６
１
０

票
を
獲
得
し
見
事
に
当
選
の
栄

誉
を
勝
ち
得
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ

と
し
て
は
、
９
年
ぶ
り
に
組
織

内
参
議
院
議
員
が
誕
生
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

激
戦
の
中
、
７
月
21
日
午
前

11
時
過
ぎ
に
マ
ス
コ
ミ
の
「
当

選
確
実
」
の
報
が
入
り
、
選
挙

事
務
所
の
あ
る
友
愛
会
館
の
付

近
で
待
機
し
て
い
た
郡
山
候
補

が
、
万
雷
の
拍
手
の
中
、
事
務

所
に
入
り
ま
し
た
。
郡
山
候
補
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
役
員
と
ス
タ
ッ
フ
、

基
幹
労
連
役
員
の
皆
さ
ん
、
郡

山
玲
候
補
の
ご
家
族
、
そ
ろ
っ

て
、
歓
喜
の
万
歳
三
唱
を
行
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
６
２

０
０
人
の
全
会
員
と
そ
の
ご
家

族
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
「
郡
山
り
ょ

う
」
必
勝
に
向
け
て
、
全
国
各

地
で
ご
奮
闘
い
た
だ
い
た
、
地

方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
役
員
の
皆
さ

ん
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
し

だ
い
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
フ
ブ
は
、

新
し
く
誕
生
し
た
「
郡
山
り
ょ

山
陰
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

遠
藤

渡

主 張

う
」
参
議
院
議
員
、
そ
し
て
「
村

田
き
ょ
う
こ
」
参
議
院
議
員
と
し
っ

か
り
連
携
し
な
が
ら
、
社
会
保
障

制
度
や
税
制
の
改
革
に
よ
り
、
退

職
者
・
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
り
、

誰
も
が
生
き
生
き
と
し
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、

今
後
も
政
策
制
度
の
取
組
み
を
強

力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

第２７回参議院議員選挙

郡山りょう当選
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

立憲民主党 比例代表選挙の結果
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Ｊ
Ａ
Ｍ
広
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
５
月
15
日
ワ
ー
ク
ピ
ア
広
島

に
て
２
０
２
５
年
度
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
来
賓

含
め
22
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

時
間
の
都
合
で
、
総
会
に
先

立
っ
て
参
議
院
議
員
選
挙
比
例

区
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
内
議
員
予
定

候
補
者

郡
山
り
ょ
う
」
・
参

議
院
議
員
広
島
選
挙
区
「
Ｊ
Ａ

Ｍ
準
組
織
内
議
員
森
本
し
ん
じ
」

よ
り
７
月
予
定
の
選
挙
に
向
け

て
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
２
５
年
度
活
動

方
針(

案)

に
関
す
る
件
・
予
算

(

案)

に
関
す
る
件
・
役
員
の
確

認
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
に
移

り
各
自
親
睦
を
深
め
、
あ
っ
と

言
う
間
の
２
時
間
が
過
ぎ
、
最

後
に
次
回
の
再
会
と
参
議
院
議

員
選
挙
候
補
者
の
当
選
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
確
認
し
て
終

了
し
ま
し
た
。

※
参
議
院
選
前
に
投
稿
さ
れ

た
記
事
で
す
。

６
月
３
日
、
天
満
橋
・
ド
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
、
大
阪
退
職
者

連
合
主
催
の
「
２
０
２
５
大
阪

高
齢
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全

体
の
参
加
者
は
４
３
０
名
、
Ｊ

Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
20
名

が
参
加
し
た
。
集
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
生
き
生
き
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
に
し
よ
う
！
」
。

主
催
者
挨
拶
で
徳
永
会
長
は

各
種
課
題
の
取
り
組
み
と
、
参

議
院
比
例
選
挙
で
の
連
合
候
補

10
名
の
全
員
当
選
の
取
り
組
み

強
化
に
加
え
、
「
日
本
退
職
者

連
合
が
提
起
し
て
い
る
３
０
０

万
会
員
に
向
け
た
取
り
組
み
に

呼
応
し
、
大
阪
と
し
て
も
連
合

大
阪
と
連
携
し
組
織
拡
大
に
取

り
組
む
」
と
の
決
意
表
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
連
合
大
阪
、

日
本
退
職
者
連
合
、
立
憲
民
主

党
、
国
民
民
主
党
の
各
代
表
か

ら
、
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
ま
し

た
。大

阪
退
職
者
連
合
は
、
運
動

の
重
点
を
「
介
護
保
険
制
度
・

高
齢
者
保
健
福
祉
制
度
の
充
実
」

に
置
き
、
大
阪
府
と
各
自
治
体

に
対
し
独
自
の
要
求
を
行
っ
て

き
た
。
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
に
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、

介
護
職
員
の
不
足
が
43
万
人
に

な
り
、
２
０
３
５
年
に
は
79
万

人
に
な
る
と
い
う
試
算
が
発
表

さ
れ
て
い
る
。
独
自
の
要
求
活

動
で
は
、
利
用
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
・

介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
市

民
参
画
の
も
と
確
立
す
る
こ
と

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
介
護
保
険
制
度
な

ど
高
齢
者
に
係
る
取
り
組
み
強

化
に
加
え
、
「
ロ
シ
ア
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
即
時
の
撤
退
を
求

め
る
」
な
ど
の
集
会
宣
言
を
採

択
し
ま
し
た
。

集
会
に
先
立
ち
、
大
阪
府
警

府
民
安
全
課
か
ら
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型

投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」
の
寸

劇
と
講
演
を
受
け
、
参
加
者
一

同
、
改
め
て
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
注
意
す
る
こ
と
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

集
会
後
、
大
阪
市
役
所
ま
で

の
約
１
時
間
の
デ
モ
行
進
の
予

定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨

の
た
め
、
中
止
と
な
り
参
加
者

の
中
か
ら
、
「
１
年
ぶ
り
の
デ

モ
が
出
来
ず
残
念
だ
」
と
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

愛
知
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
５
月

31
日
、
名
古
屋
市
久
屋
大
通
庭

園
フ
ラ
リ
エ
で
の
散
策
と
昼
食

会
を
20
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
庭
園
で
開
催

し
て
い
た
「
花
マ
ル
シ
ェ
」
の

出
店
を
覗
い
た
後
、
名
古
屋
名

物
「
矢
場
と
ん
の
味
噌
カ
ツ
御

膳
」
を
堪
能
し
ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
で
土

曜
日
に
一
堂
に
会
す
る
食
事
会

が
中
々
開
け
な
か
っ
た
中
で
開

催
で
き
て
、
「
良
か
っ
た
ね
、

ま
た
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
確
認

し
あ
い
ま
し
た
。

神
奈
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
今

年
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
箱
根
駅

伝
で
有
名
な
権
太
坂
か
ら
遊
行

寺
坂
の
難
所
で
有
名
な
国
道
１

号
線
を
辿
り
、
途
中
の
鉄
砲
宿

か
ら
歩
き
は
じ
め
遊
行
寺
坂
を

経
て
、
ふ
じ
さ
わ
の
宿
場
跡
を

通
り
白
幡
神
社
ま
で
の
歴
史
を

た
ど
る
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
、
京
都
シ
ニ
ア
の
地

元
の
名
所
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ

報
告
を
拝
見
し
、
う
ら
や
ま
し

く
思
い
、
一
昨
年
、
会
員
の
協

力
を
得
て
鎌
倉
山
か
ら
長
谷
寺

ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
企
画
し

ま
し
た
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

観
光
客
が
多
く
ハ
イ
キ
ン
グ
に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
、

同
じ
鎌
倉
時
代
の
古
刹
な
が
ら

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
い
な

い
「
藤
沢
宿
・
遊
行
寺
」
の
ハ

イ
キ
ン
グ
を
企
画
し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

は
、
戸
塚
駅
に
集
合
し
、
バ
ス

で
国
道
１
号
線
を
藤
沢
方
面
に

移
動
、
遊
行
寺
、
藤
沢
宿
交
流

館
、
藤
沢
宿
跡
、
白
幡
神
社
、

義
経
首
洗
い
井
戸
、
藤
沢
本
町

駅
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
、
ス
タ
ン

レ
ー
青
春
ク
ラ
ブ
、
ビ
ク
タ
ー

Ｏ
Ｂ
会
な
ど
総
勢
17
名
（
女

性
参
加
者
６
名
）
で
す
。

時
期
は
い
つ
梅
雨
に
な
る

か
わ
か
ら
な
い
６
月
７
日
土

曜
日
で
し
た
が
、
雨
の
先
週

と
は
違
い
好
天
に
恵
ま
れ
、

女
性
参
加
者
は
日
焼
け
に
悩

ま
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
は
鉄
砲
宿
で
下
車
、

旧
東
海
道
の
松
林
な
ど
の
面

影
が
残
る
道
を
遊
行
寺
方
面

に
坂
を
下
り
ま
し
た
。
遊
行

寺
は
、
鎌
倉
時
代
、
一
遍
上

人
を
開
祖
と
し
て
開
山
さ
れ

た
「
時
宗
」
の
総
本
山
で
寺

内
に
は
、
多
く
の
国
宝
が
有

り
、
参
加
者
は
、
本
堂
に
入

り
お
参
り
を
し
ま
し
た
。

次
に
、
藤
沢
宿
交
流
館
に

て
東
海
道
の
発
展
と
共
に
栄

え
た
藤
沢
宿
の
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。
交
流
館
を
後
に
し

て
、
藤
沢
御
殿
跡
、
本
陣
跡
、

問
屋
場
跡
を
経
て
、
白
幡
神

社
を
お
参
り
し
て
昼
食
タ
イ

ム
。
白
幡
神
社
は
、
源
氏
の

氏
神
と
し
て
敬
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
最
後
に
、
義
経
の
首

が
死
後
白
幡
神
社
の
そ
ば
に

流
れ
着
き
、
汚
れ
を
落
す
た

め
首
を
洗
っ
た
と
す
る
井
戸

「
義
経
首
洗
い
井
戸
」
を
見

学
し
ま
し
た
。

鉄
砲
宿
か
ら
藤
沢
本
町
駅

の
解
散
場
所
ま
で
約
６
㎞
の

ハ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
。
午
後

２
時
に
無
事
に
終
わ
っ
た
お

礼
と
、
来
年
の
参
加
を
お
願

い
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

広島

総
会
を
開
催

川
本
学

副
代
表
幹
事

愛知

日
帰
り
交
流
会
開
催

澤
山
棋
正

事
務
局
長

大阪

原
正
已

事
務
局
次
長

大
阪
高
齢
集
会
に
参
加

神奈川

藤
沢
宿
・
遊
行
寺
を

歩
く

加
藤
照
雄

事
務
局
長




